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次号予告 2022年 3‒4月号

編集後記

特 集では、感染蔓延期にコール
センターや訪問する形で自宅

療養者を支えていた看護師さんたち
に話を聞きました。新型コロナに関し
ては未確認の部分も少なくありませ
ん。妥当性が定まっていない中、手
探りで行っていた過去の実践につい
て語るわけですから、お話ししづらい
ことも多 あ々ったと思います。開示して
くださったことに感謝と敬意を表しま
す。▶2022年より本誌は隔月雑誌と
なります。12冊が6冊。大きな変化で
す。とはいえ、基本は変わらず、現場
の人と実践にとことん向き合っていき
たい所存。引き続きのご指導とご愛顧
をお願いいたします！ …小池

特 集にご登場の皆さんは、「看
護はどこまで届けることができ

るのか」、その可能性の最前線を示し
てくださったように思います。病院では
ない「訪問看護」、訪問できない人へ
の「遠隔看護」、さらには合意・契約
がない中での「医療のアウトリーチ」。
的確なアセスメントのために質問を構
造化していく過程、声のトーンによる
心理的影響、そしてストレスフルになり
がちな業務従事者へのケアの必要性
等々、いち早く手応えと課題を細やか
に語ってくださったことは大変貴重なこ
とだと思います。この「英知」が、次
にもつながりますように！ …米沢

特集

生活の中でこそできる 
リハビリ実践録

「意欲」を引き出す仕掛けあれこれ
在宅でのリハビリテーションは、資源にあふれています。日課や習慣、暮らしの工
夫からその地域ならではの強みまで、アレンジ次第で、どんなことでも「その人の
回復」のためになります。
大切なのは、療養者の意欲＝「〇〇がしたい」を引き出すこと。そして支援者は、
それを最大限に活かし、下準備をすること。
本特集では、どこまでも“療養者主体”でリハビリを編み出すセラピストや訪問看
護師たちの、実践事例と手応えを紹介します。

生活の中でのリハビリを編み出す
新しい考え方
在宅リハはここまで広がる
◉川田尚吾

セラピスト・看護師らによる交流座談会
ショッピング、保育園、YouTube、肉じゃがパーティーが
奏功した事例
◉小林大記／大塚俊輝／杉村卓哉／伊藤嘉希／藤原加奈

※一部変更となることがあります。
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